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問題と目的
　現在、家庭における子育て環境の変化から、
その子育て「機能」の変化が指摘されている。
その結果、今日、幼稚園や保育所が「子育て支援」
を行うことを期待されている。従来から果たし
てきた役割に加え、保護者からのさまざまな
ニーズに応える形でのサービスの多様化、幼稚
園や保育所を利用せずに地域で子育てをしてい
る保護者へのサポートが、子育て支援者として、
保育者に求められ始めているのである。2001
年に文部科学大臣から発表されている「幼児教
育振興プログラム」では、その基本的な考え方
の中に「『親と子の育ちの場』としての幼稚園
の役割や機能を充実させること」や、「地域で
子どもを育てる環境の整備に努めること」が示
されており、具体的施策として「幼稚園におけ
る子育て支援の充実」、「幼児期の家庭教育及び
地域社会における子育て支援の充実」などが、
挙げられている。また、わが国の子育て支援対
策の本格的スタートとして知られる通称「エン
ゼルプラン」＜1994年『今後の子育て支援の
ための施策の基本的方向について－文部省・厚
生省・労働省・建設省（当時）４大臣の合意－』・
（それに基づく）「緊急保育対策５ヵ年事業」＞
では、保育所における保育サービスの充実（「低
年齢児受け入れ枠の拡大」「延長保育の促進」等）
だけではなく、既にそれを含めた幅広い「子育
て支援」の充実の方向性が示されている。「保
育所の保育サービスの拡充」以外の主な項目は、
「乳幼児健康支援デイサービス事業（病後児保
育）の促進」「放課後児童クラブの増設」「地域
子育て支援センターの増設」である。この支援
策は、その後、名称を変えつつ（「新エンゼル
プラン」、「子ども・子育て応援プラン」）推進
され、現在に至っている。
　2005年度から実施されている「子ども・子
育て応援プラン」は、少子化社会対策大綱の掲
げる４つの重点課題（「若者の自立とたくまし
い子どもの育ち」「仕事と家庭の両立支援と働
き方の見直し」「生命の大切さ、家庭の役割等
についての理解」「子育ての新たな支え合いと
連帯」）に沿って具体的施策と目標を掲げたも
のであるが、その特徴の第一に「保育事業中心
から、若者の自立・教育、働き方の見直し等を
含めた幅広いプランへ」が挙げられている。こ
のプランは、これまでのエンゼルプラン（「新」
含む）にあるような延長保育を増やす等の保育
サービスの充実がその対策の中心に据えられた
ものではなく、「働いている、いないにかかわ
らず、親と子の育ちを地域で支え、家庭の中だ
けでの孤独な子育てをなくしていく」（プラン
内「４．子育ての新たな支え合いと連帯」より）
方向が打ち出されたプランなのである。言い換
えれば、「働く女性のための」子育て支援対策
から、全ての保護者の子育てを支援していく流
れになってきたと言うことである。それは、幼
稚園も子育て支援をするということでも明らか
であろう。この流れの中で、児童福祉法が改正
され、保育士について「第18条の４　この法
律で、保育士とは、……保育士の名称を用いて、
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専門的知識及び技術をもって、児童の保育及び
児童の保護者に対する保育に関する指導を行う
ことを業とする者をいう。」と規定されること
になる。この条文は、保育士は「児童を保育する」
だけではなく、その「全ての保護者（保育所に
子どもを入所させているか否かに係わらない）
の子育てを支援する」ことも、仕事の１つであ
ることを明示している。2004年に内閣府によっ
て実施された「少子化対策に関する特別世論調
査」の結果を見ると、『少子化対策で特に期待
される施策』において３割以上が「地域におけ
る子育て支援」を挙げている（Table１参照）。
　このように、「子育て支援」施策に関する国
民の期待は大きい。そのような期待に応えるべ
く、「地域子育て支援センター」の開設が急が
れてきた。しかし、その活動は始まったばかり
で、活動のあり方自体十分吟味されているとは
言い難い。子育て支援とは、ハード面の拡充だ
けにあるのではない。前出の内閣府の調査では、
『地域社会における住民同士の助け合いとして
望ましい活動』において、過半数の人が「子育
てに関する悩みを気軽に相談できるような活
動」を挙げている。また、児童虐待に関する調
査（厚生労働省）を見ると、虐待・主体者の
60％以上が「実母」であるという結果となって
いる（Table２参照）。母親は、子どもに対し
て献身的で愛情深い存在だというイメージがあ
る。しかし、それはイメージに過ぎず、多くの
母親は育児に悩み、子育てに関する不安を抱え
ているのである。また、従来、母親は育児に関
して、その負担感や制約感から負の感情を持ち
やすいとも言われている。そのような母親の子
育てを支援する一つの施策として生み出された
ものが「地域子育て支援センター」（以下「支
援センター」と略）である。支援センターは、
子育て支援の中核を担っていると言えよう。そ
の意味では、「母親らは自らの子育てについて
どうイメージしているのか」を把握することは、
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支援センターが母親の子育てにどうコミットし
ていくかを考えていく上で、重要である。「実際、
母親らは自らの子育てをどうイメージしている
のか、そしてどう関わって欲しいと思っている
のか・支援センターの活動に何を求めているの
か」について把握し、彼女らのニーズに合った
支援方策を考えていかなければならない。
　そのような問題意識から、本研究では、特に
子育ての負担感が高く、サポートが必要と考え
られる３歳未満児を抱える母親で、支援セン
ター利用者を対象に、
　①「自らの子育て」にどのようなイメージを
持っているのか
　②「支援センター」に対してどのようなイメー
ジを持っていたか、また、利用後、その活
動をどう思ったか、今後どのような活動を
求めているか
　③「子育て支援サービス」全般について、ど
のような内容の充実を望んでいるのか
についてアンケート調査を行い、『子育て』に
関して現代の母親が抱える問題と支援のあり方
について、考察を加えていきたい。
　また、これらの調査項目に加えて、母親の基
本属性として「年齢」「支援センター利用回数」
も問っている。
方　法
⑴ 調査対象者と手続き
　新潟市が運営する地域子育て支援センター
（３ヶ所）を利用する母親に対するアンケート
調査。
⑵ 調査期間
　2005年11月～12月初旬
　・回収結果：配布－403，回収－243
（回収率；60 .3％）
⑶ 調査項目
①年齢：明記
②支援センター利用回数：“ａ初めて　ｂ２回
目　ｃ３回以上（回数明記）”から選択
③支援センター活動内容理解度・期待度：支援
センターで現在提供していると判断される内容
を以下の８項目に型分けし、それらの項目に
ついて、ⅰ）利用前にどうイメージしていたか、
ⅱ）サービスを受けた後、これらの内容につい
てどう感じているか、ⅲ）今後、それらの内容
についてどう期待するか（あるいは期待しない
か）、について４段階（利用前後；「そう思って
いる（いた）」「やや思っている（いた）」「あま
りそう思っていない（いなかった）」「全くそう
思っていない（いなかった）」　今後；「強く期
待している」「やや期待している」「あまり期待
していない」「全く期待していない」）で問う。
提示した項目を以下に示す。－「子どもの自由
な遊び場の提供」「子供同士が触れ合う場の提
供」「子どもとの一時分離」「親同士の会話」「保
育士との育児相談」「保育士との一般会話」「季
節行事の体験」「生活習慣の確立」　また併せて、
自由記述欄も設けた。
④子育て支援サービスの充実期待度：支援サー
ビスを５つ（「子育て相談」「子育て情報」「子
どもの一時預かり」「親子交流の場」「家庭訪
問型支援」）提示し、その充実期待度を３段階
（「もっと充実」「もう少し充実」「不満無」）で
問う。
⑤子育てイメージ：「子育てイメージ」につい
て文章完成法により問う。－問い；あなたにとっ
て子育てとは何ですか。（　）にあてはまる言
葉を記入して下さい。「子育てとは（　　）で
ある。」
結果と考察
⑴ 年齢
　アンケート回答者は、10代に該当者はな
く、30代が約７割を占めていた（Table３参照）。
晩婚化に伴う晩産化は2004年度の第一子平均
出産年齢が28 .9歳ということからも指摘され
ており、全国的な平均と比べて当然の結果であ
るとも言える。その意味では、少数派になりつ
つある20代の母親への支援を考慮しつつ、30
代前半が中心となってくる母親達へのサービス
提供のあり方を考えていく必要がありそうであ
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る。
⑵ 支援センター利用回数
　「５回以上の利用」がアンケート回答者の
75％以上を占める。また、そのうち10回以上
の利用者は約60％となっている（Table４参
照）。利用者がリピーターとなっている傾向が
明らかとなっている。その意味において、今回
アンケートの協力施設である支援センターの活
動が母親らに受け入れられ、子育て支援の大き
な役割を担っていると言えよう。
⑶ 支援センターの活動内容理解度・期待度
　支援センターの活動内容・８項目に関する利
用前後及び今後の期待度についての調査結果を
Table５に示す。－「そう思っている（いた）・
強く期待している」を４点、「全くそう思って
いない（いなかった）・全く期待していない」
を１点として、各項目の平均点を算出している。
①利用前後における支援内容別判断：提示した
項目は「一時分離」を除き、ほぼ支援センター
で予定されている活動内容である。この結果を
見ると、母親らは、支援センターを「子どもた
ちの自由な遊び場」であり、また「自分たちの
情報交換の場」及び「保育士との育児相談の場」
として認識していることがわかる。「育児相談」
で、専門的な相談機関に行くことに抵抗を覚え
る親にとってセンターはハードルが低く、子ど
もが遊ぶことができ、なおかつ子育て中の仲間
や保育士、その他専門職からの意見を聞くこと
ができるという安心感があると考えられる。ま
た、「一時的な分離」について、調査対象支援
センターでは親子分離型の一時預かりは実施し
ていないが、支援センターでは親だけが子ども
をみているのではなく、保育士や他の親も一緒
にみているため、子どもに対する緊張感から一
時的に解放されていると考えられる。ただ、利
用後を見ると、利用前では３点未満だった「保
育士との一般的会話」（2.23）「季節行事の体験」
（2.54）が３点台へと上昇している（前者：3.19
後者：3.51）。前後とも３点未満なのは「一時
分離」と「生活習慣の確立」のみとなっている。
利用前では、母親らにおいて、支援センターは
子どもの遊び場であると同時に専門的な育児相
談の場であるというイメージが強かったのであ
ろう。しかし、子育て支援は、単に「育児」の
みに矮小化されるものではない。「育児」を取
り巻く様々な問題（例えば、夫との関係、例え
ば嫁姑関係、等々）も考慮しつつ、母親に対し
てその子育て支援を考えていかなければならな
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い。その意味で、実際の支援センターは、そこ
にいるだけで気分がリフレッシュされるような
季節感あふれる経験が用意されており、「子育
てに何か問題を抱えている人が育児相談をする
場ではなく、そういうことも含めて、保育士と
様々な日常的会話をし、育児ストレスの解消を
図る場」となっている。そのような支援センター
を経験することで、母親らは、「保育士との一
般的会話」や「季節行事の体験」の重要性に気
づいていったと思われる。何か思いがあれば自
由記述として書いてもらったが、その中に「地
縁、血縁関係のない新潟で、優しくしてくれる
保育士さんが親戚のような温かさを感じます。」
「最初は子供のためとばかり思っていましたが、
知り合いが増えるにつれて自分自身の息抜きの
場になっていきました。」「母親同士悩みや心配
事を共有することで、精神的に落ち着ける場所。
保育士さんにも話しを聞いてもらえるだけで子
育てのつらさが和らぐ。」とあった。支援セン
ターが、子育てに関して心理的サポートの場と
なっていることがはっきりとわかる。また、「生
活習慣の確立」のポイントの低さは、支援セ
ンターにおいてⅰ）低年齢児（０～２歳）が対
象である、ⅱ）基本的には保護者が面倒を見る、
であるため、一義的には、支援センターが乳幼
児らの生活習慣の確立を主な役割とはしていな
い結果であると思われる。しかし、この内容に
ついても、自由記述の中に「お茶をいただく前、
正座して『いただきます』、いただいた後の『ご
ちそうさま』が言えることが習慣化したと思っ
ている。」「早くから集団生活を体験でき、『片
づけ』や『いただきます』、『手洗い』等自然と
生活習慣を身につける事が出来た（出来始めて
いる）ので、このまま期待します。」とあった。
支援センターで留意している点が少しずつ浸透
しているとい言えよう。
②今後の課題：利用後でも３点未満だった「一
時分離｣ 及び「生活習慣の確立」も、今後の期
待値としては他の項目同様、３点を超えるもの
となっている（前者：3.06　後者：3.3）。心理
的分離だけではなく、身体的・空間的分離も、
日常生活で、生活する上で必要となっているの
であろう。自由記述の中に、「一時的に子供を
預けられるようになると助かる。」「できれば一
時預かりをしてもらえるととても嬉しい。（保
育園などの一時預かりは利用しづらい気がする。
支援センターで預かってもらえると気軽に利用
できる）」「集団検診や予防接種の時、２人のう
ち１人を支援センターに置いていけたらなぁと
思った事があります。」とあった。保育所でも、
一時保育の需要は高まっている。『保育所保育
指針』でも、「保護者に対する支援（第６章）」
で、地域における子育て支援の項目の１つとし
て「一時保育」を挙げている。保育所だけでは
なく、支援センターにおいてもどう一時保育を
実施していくかは、今後の大きな課題と考えら
れる。また、「生活習慣の確立」も、重要であ
ろう。支援センター保育士は、保育所保育士の
ように子どもに対して全責任を負うわけではな
い。保育所では、保育士は、子どもたちに積極
的に関わって、その発達を促すことが重要な役
割となっている。しかし、支援センターは、保
育士と親とが共に子どもに関心を向ける場であ
る。子育ての責任を共有していると言ってもい
いであろう。したがって、子育ての共同責任者
である保育士が、母親に対して育児責任者とし
ての自覚を促すことも、また重要となる。自由
記述の中に「親同士の話しに夢中になって、自
分の子どもが他の子どもに何かしても知らん顔
の人もいるので、自分の子どもが何かしないか
は人任せにしないで見ていて欲しい。」「ここ
最近、親たちの意識が『自分の子さえ良けれ
ば』と変わってきていると感じています。親を
育てる場が欲しいと感じています。子育てをさ
れている子は保育園、幼稚園である程度人間の
関わり方を学んで入学してきますが、親（特に
家庭に入っている）はそうではなく問題が多い
です。」との意見も散見された。子どもの生活
習慣を確立するような働きかけを通して保護者
の意識もそちらを向き、親子ともどもマナーや
生活習慣が充実してくると思われる。支援セン
ターは、子育ての責任を母親と共有することに
よって、母親の育児責任者としての自覚を促す
という働きを持っているのである。
⑷ 子育て支援サービスについて
　想定される子育て支援サービス（５項目）に
ついて、今後どのような充実を求めるかにつ
いてのアンケート結果を、以下の表（Table
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６）に示す。「子育て相談」や「子育て情報」
は、約１／４程度の母親が満足しているが、「一
時預かり」「親子交流」はまだまだ不満を感じ
ている母親が多いことがわかる。「一時預かり」
については、保育所の一時保育やファミリーサ
ポートセンターによる一時預かり等サービスと
して充実してきているが、母親達が利用しやす
い状況にあるかと言えば、まだ不十分であると
言えるだろう。「親子交流」についても、まだ
量的な不足を感じ、さらなる充実を求める母親
の姿が伺える。親子交流を求める母親の背景に
は、交流という自然な形で、親子関係で感じる
ちょっとした難しさに対するアドバイスを聞き、
よりよい関係を築いていくきっかけなどを求め
ていることが推察される。親が子どもとどう遊
べばいいのか、その関係性をどう作っていけば
いいのか、その方法を知りたいと感じているこ
とがわかる。支援センターをはじめとして、そ
のような場をどう提供していくか、どのような
交流の方法を提供していくかがが課題である。
また最近取り組まれるようになってきた家庭訪
問援助については、まだその認知度も低いと考
えられるが、母親達のニーズもそれほど高くな
いという結果になっている。この結果は、今回
の調査対象が地域子育て支援センターを利用し
ている母親を対象としている結果とも考えられ
るが、だとすれば、支援センターに出てこられ
ない母親達をどうサポートしていくかを考える
必要が出てくるのではないだろうか。
⑸ 「子育て」イメージと子育て支援のあり方に
ついて
①子育てイメージ：子育てイメージについて完
成された文章を概括すると、７つの型に分けら
れた。型分けと回答数（複数回答有）、及び各
型の例文を以下の表（Table７・８）に示す。「子
育て」について「育児は育自」というような
自己啓発的イメージを持つ母親が約42％おり、
センター利用者には育児を通して自らも高めて
いこうという意識を持つ者が多いと言える。ま
た、感情的な記述も肯定・否定併せて約45％
あり、この２項目、２つの回答（肢）で全体の
９割弱を占める。否定的感情記述をした者の内、
約半数が肯定的感情記述もしている。否定的感
情のみの記述は、相対的には少ない。その意味
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では、感情面から見れば、センター利用者は育
児に対して肯定的感情を持つ者が多いとも言え
よう。
②年齢との関係：次に、これらの子育てイメー
ジと母親の年齢との関係を見ると、自己啓発的
記述の有無と年齢との間に強い相関が見られた
（Table９参照）。ⅰ）高年齢の母親ほど自己を
高めようという意識が強い、ⅱ）子育てに対す
る感情面では、肯定・否定面とも母親の年齢を
問わず表出する，と考えられる。子育てイメー
ジにおいて、“虐待”を引き起こしかねない「子
育てに関する感情的否定」は年代に差は見られ
ない。その意味では、子育てに関する否定的感
情を緩和するような支援は、全ての母親に行っ
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ていかなければならないと言えよう。ただ、30
代以上の母親は、「子育てを通して自らも成長
する」という『自分育て』的な意識が明確であ
る。彼らは、そのことによって「子どもに感情
的になってしまう」自分を意識でき、虐待にま
で至らない判断力を身につけていくことができ
るようになるのではないだろうか。そのような
「育自」的意識の弱い20代の母親に対して、子
育てを共有している支援センター保育士は、子
育てを通して母親自らが成長を実感できるよう
な働きかけをする必要があると言えよう。子ど
もに感情的になる「未熟な」自分を自覚でき、
そして育児を通してそれを乗り越えようとする
「自分育て（『育自』）」的意識を持つことが虐待
の減少の一歩となると思われる。
③子育て支援サービスとの関係：ⅰ）支援サー
ビス内容との関係；提示された５項目に対して
３段階でつけられたものを点数化（もっと充実；
３点　もう少し充実；２点　不満無；１点）し、
「自己啓発的記述の有無」「感情的記述（肯定・
否定）の有無」の２面から比較したところ、「親
子交流」について、どちらも明白な差異が見ら
れた（Table10参照）。自己啓発的意識の強い
者・子育てに肯定的感情を持っている者が「親
子交流の場の充実」を望んでいる、という結果
となっている。人間関係の成立は常に双方向的
なもので、親子関係も例外ではない。「子ども
が親を好きになる」ということは「親が子ども
を好きになる」ことと裏表の関係であろう。親
子が交流し、お互いに感情を交流しあうことが、
望ましい親子関係の構築の礎となると考える。
その意味では、お互いの交流の場の充実は、親
子の成長にとって極めて重要な面を持つのでは
ないだろうか。また、20代と30代以上で見る
と、20代の母親の方が「子育て相談」を望む
という傾向が、やや見られた（20代；2.19　
30代；1.98　ｔ＝1.79　p.<.10）。前述したよ
うに、20代の母親は30代以上の母親に比して、
子育てを通して自己を高めるという意識は希薄
である。また、年齢が若いが故に子育てに関す
る知識も十分ではないであろう。その意味では、
少数派であるとは言え、若年層の母親への育児
支援として「子育て相談」の充実を忘れてはな
らない。ⅱ）支援センターの活動内容との関係；
今後の期待内容の「子どもの自由な遊び場の提
供」及び「子ども同士が触れ合う場の提供」に
おいて、自己啓発的記述の有無で明白な差が見
られた（Table11参照）。支援サービスの充実
と同様、子育てを通して自己を高めたい者は、
子どもたちの遊びの充実を通してその実現を求
めているのであろう。支援センターの期待内容
において、この２つの項目が１位・２位である。
もちろん、個別的な支援課題として専門的な「子
育て相談」も重要である。しかし、支援センター
自体の活動の基本線は、やはり、そこにおける
子どもの遊びの充実とそれを通しての母親の成
長と言えるのではないだろうか。子どもたちが、
友達と触れ合いながら、活発に遊ぶことができ、
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それを見守る中で母親同士も交流が進み、子ど
もが成長する喜びと子育ての悩みの解消がはか
れていくと考えられる。支援センターは、親子
のつながりを子どもの遊びを通して保障してく
れる重要な役割を担っているのである。
全体的考察
　本調査は、地域子育て支援センターを利用し
ている母親を対象に、彼らは子育てをどうイ
メージしているのか、また、実際の支援センター
の活動や今後の支援サービスについてどのよう
な望みを持っているのかを調べ、今後の子育て
支援のあり方を考える指標にしようとしたもの
である。その結果、幾つかの問題点が浮きぼり
となった。
　まず第一に、支援センターの活動云々を問う
前に、その数の少なさである。確かに、子育て
支援とは、ハード面の拡充だけにあるのでは
ない。しかし、2005年段階（政令指定都市に
なっていない段階）で新潟市が運営する支援セ
ンター３ヶ所で調査を行ったのであるが、当時
の新潟の都市規模を考えても、支援センターの
数はいかにも少ない。国は「子ども・子育て
応援プラン」において2009年度までに全国で
6000ヶ所の支援センターの整備目標を掲げて
いるが、2005年度では約3000ヶ所にすぎなかっ
た。このアンケートにおいても「近所に支援セ
ンターがないので少し遠い所の支援センターを
利用している。もっとセンターの数を増やして
欲しい」とのコメントも見られた。まず、支援
センターの量的拡大を図っていく必要があるだ
ろう。2009年段階では、確かに支援センター
の数は増えてきている。調査対象となった支援
センターのある区（2007年より「中央区」「西
区」）では、公私あわせて10ヶ所となってい
る。幼稚園が取り組み始めていることが特徴的
（４ヶ所）である。今後も、「母親らが気軽に行
くことのできる距離に支援センターがある」と
いう状況を推し進めていく必要があると言えよ
う。
　そして、次に問題となるのが、支援センター
における支援の「質」である。その点について
今回の調査結果は、示唆的である。それは、支
援センターは決して単なる「個別的子育て相談」
の場ではないということであろう。もちろん、
「子育て」に悩んでいる母親は多い。彼らの子
育てを個別的に支援しなければならないことは
言うまでもない。今回のコメントにも「お母さ
んの息抜きの場であってほしい。のぞんで孤独
な育児、密室育児をしているわけではない人を
助けてあげて欲しい。」という切実なものがあっ
た。支援センターは彼らに応えていかなければ
ならない。個別的な相談支援だけでは、不十分
であろう。支援センターは、母親の成長ととも
に子どもの成長も支えていく役割がある。アン
ケート結果に如実に現れていたのは、母親らは
自らも子育てを通して変わっていきたい、自己
を成長させたいという思いであった。「子ども
の成長がのびのびと成長し、そしてそのことを
通して自らも変わっていく」という場の提供と
その支援が、大きな意味を持ってこよう。その
意味では、親子のつながりを保障する空間・時
－ 74 －
人間生活学研究　第1号　2010
間の確保が、支援センターの最も重要な子育
て支援活動となるのではないだろうか。橋本
（2007）は、支援センター職員の専門性として
「相談援助の基本原理に基づく態度」「特別な
ニーズに関する知識」と並んで「『つなぐ』技
術」を挙げている。まさに、「子と親をつなぐ・
親と親をつなぐ・子と子をつなぐ」ことこそが、
支援センターの中核的子育て支援活動と言えよ
う。
　若年層の母親は未熟で、自らの成長までに心
が向いていない。周りを見る余裕などなく、日々
の子育てで精一杯なのであろう。そんな彼らも
含めて、母親が子どもと関わることができ、そ
の中で「子どもの成長と自らの成長を実感でき
る」という子育ての喜びを感じさせられるよう
な支援活動を、支援センターは今後考えていく
必要があろう。支援センターの数が増え、母親
らにとって身近な存在となり、どこに住んでい
ようとも、職を持っていてもいなくとも、気軽
に利用することができ、子育て支援の中核と
なっていくことが、望まれるのである。
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